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末梢血幹細胞動員のため投与された顆粒球コロニー刺激因子と嘔気と食欲不振
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59 歳，女性．末梢血幹細胞（PBSC）採取のため入院
（図）．初日（day 1，木曜日），filgrastim 400μg�m2を
19 時に，day 2 から filgrastim 200μg�m2を 7 時と 19
時に点滴投与した．day 3 の朝から嘔気が出現し次第に
増悪した．腹部エコーで脾腫なし．day 4 でも嘔気は続
き，食事を摂取できず．血圧等のバイタルに著変なし．
補液を行い，同日夜およびそれ以降の filgrastimを中止
した．day 5 の朝，嘔気は軽減し朝食を摂取できたため
PBSCを採取し，day 6にも PBSCを採取し，合計1.48×
10e6�kgの CD34陽性細胞を採取した．day 5の昼以降，
嘔気は消失した．血液生化学所見では，G-CSF 投与に
よると思われる以外の異常値は認められなかった．G-
CSF による強い嘔気は，女性に多いとの報告がある１）．
G-CSFは，lipopolysaccharideによるPGE2と thromox-

ane の産生を刺激する２）．女性では，G-CSF によって
prostanoids の産生が亢進することがあり，生じた
prostanoids によって強い嘔気が誘発されるのかもしれ
ない．
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